














Training Students through Volunteer Activities
Keiichi KADOWAKI, Toshihiro YOSHIDA and Yoshiro ITO
　要約：本稿は，教育復興支援センターの取組，主として支援実践部門の平成 26 年４月～ 27 年
１月の取組を報告する。

















　平成 27 年は戦後 70 年目にあたることから，全国紙の一面や社説からは戦後の歩みを回想するとともに，未来へ
向けた国づくり，経済戦略，東アジアの協調が提言され，震災からの復興を想起させる直接的表現は影を潜めてい


































































































































































































































































・ 登米市立南方中学校での学習支援（京都教育大学院生 ･ 大阪教育大学生からの礼状紹介）（別項）



























































































（２） 「再 （また） AERで学ぼう　宮教大防災３days」 での発表
　本センターの「学びを通じた被災地の地域コミュニティ再生支援事業」の一環。震災復興について，大学の知見
を広く一般市民に提供しようとする目的で９月 19 日～ 21 日に仙台駅前のアエルを会場に開催されたもの。以下の
２コマを学生が担当した。
①学習支援ボランティアについて（１，２年３名）
　本センターや宮城教育大学の学生ボランティア活動の実際を報告したもの。
②被災地視察研修について（２，３年３名）
　前年度に実施した気仙沼市，南相馬市への被災地訪問についての報告。
　それぞれの地域出身者でなければ知り得ない情報や経験を伝えている。
（３） その他の活動
①国連防災世界会議に向けて（２年女子４名）
　第３回仙台大会実行委員会からの依頼を受けて，開催期間中の半日（３月 18 日午前），外国からの参加者を仙
台市立荒浜小学校，名取市立閖上中学校の旧校舎，日和山等を案内するもの。現地視察を繰り返し，英語による
パンフレットづくりや活動する様子を地元テレビ局が取材，報道している。
②県外の各種団体との連携（１年男子）
　南三陸町出身で，教員である父親を亡くしたことが機縁となり，被災地支援に訪れていたボランティア団体と
知り合い，徳島市，神戸市，福岡市，東京都での各種研修会等へ参加している。その活動の様子が教育系新聞に
取り上げられている。
③各種企画（４年男子）
　25 年度企画した被災地視察研修が福島，宮城の地元新聞に取り上げられている。上級生のために協力員では
ないが，センター教職員と連携し新聞づくり，Ipad 研修の講師を務めるなど，各種ボランテイア活動に意欲的に
参加してきた。
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５　おわりに （成果と課題）
　本稿では，学生自らがボランティア活動に参加し，協力員として各種行事を企画・運営するなかで，さまざまな
立場の方々と出会い，業務を遂行することにより人間的な成長が図られるだろうと仮説を立てた。そして，その点
に関しては，本文中に引用した学生の感想，意見や提言，謝辞等から，仮説の検証できたといえよう。
　具体的な内容としては、次のようなことが挙げられる。
①個人として指導法の改善に心がけるだけでなく、他の学生の指導法や声がけの仕方から学ぼうとするぶ姿がうか
がえる。
②学習指導法に限らず児童生徒の立場や心的状況の把握に努め、情報交換、共通理解に立って支援にあたる姿が認
められる（被害の大きかった被災地での宿泊を伴う支援活動にあっては欠かせない情報交換である）。
③本学学生同士の交流にと止まらず、他大学の学生との交流を通じて視野の拡大、本学学生としての責務を再確認
する機会となっている（ボランティア活動終了後も他大学学生と交流する姿も認められる）。
④ボランティアとして学習支援等を行うという立場から、活動をさせていただくという意識、周囲に対する感謝の
言葉が認められる。
⑤ボランティア活動継続の意義を認め、卒業等により自らの活動継続が困難なことから後輩学生を積極的に勧誘し、
後継者の育成に励んでいる。
⑥国連防災世界会議での発表は特別なケースであるが、自分たちの活動を外部や未来に向けて発信しようとする意
欲や使命感の萌芽が認められる。
　その他、各行事への主体性，創造性に加え，準備段階から行事遂行に至るまでの連帯感，実行力には目を見張る
ものがあった。改めて，センター長のいう「学生の使命感，実践力が大学の宝である」を実感することも多い。
　しかし，それであればあるほど，協力員等の限られた学生だけでなく，できるだけ多くの学生に被災地の児童生
徒と交流し，その心情を慮り，共感することで「人間力の育成」に努めたい。また，一人でも多くの学生が自らの
思いを実際行動へ移すための方策を追究していきたいと考えている。
　そうした学生の活動を支える意味でも，宮城教育大学，教育復興支援センター，本学学生が改めてその使命を再
確認し，これまでの活動の充実と継続を図らなければならない。特に，震災後４年あまりを経て，刻々と推移する
学校や教委等のニーズを見極め，双方にとって貴重な体験となるよう，指導の充実に努めたい。
　センター（支援実践部門担当者）として，学生の具体的支援策として，以下の５点を掲げておく。
①何かやれることはないか？⇒現地の実態，要望を知らせる（被災地視察，活動報告会，防災教育の充実）
②自分にできるだろうか？⇒不安の除去（不安解消会，「Ｑ＆Ａ」の配布，事前説明，現地指導の充実）
③異なる経歴，立場との交流⇒他大学生との交流を促進するために派遣先の調整，現地での反省会の充実
④活動の継続性⇒ボランティア活動参加者への経済的支援（保険料，交通費，宿泊費等の費用負担の継続）
⑤参加人員の確保⇒学生の多忙化（授業時数，部活動，アルバイト等）への対応，人的ネットワークの活用
　本学にあっては，多くの学生が教員を志望している。教員になるための指導は各専攻・コースやキャリアサポー
トセンターを中心に行われているが，本センターとしても側面から援助していきたい。「人間力の育成」に止まらず，
授業力，子どもたちとの信頼関係の構築等，教師としての資質の向上に貢献することがに努めていきたい。
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